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神栖市社協は『誰もが安心して暮らせるやさしいまち』の実現を目指し、市民

の皆さまと共に、神栖市の地域福祉推進に取り組む団体です。　　　　　　　　

今年度も、制度・サービスを充実させながら、新たな福祉課題や生活課題に向

き合い、市民・行政・各専門機関・学校・企業等の皆さまと共に、必要とされる

事業を展開していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

………… 支出予算額163,365千円

○福祉後見サポートセンターかみすの運営

○コミュニティソーシャルワーカーの設置

○精神障害者の地域生活支援(こころの相談室の実施、

精神保健デイケア ※神栖市から一部受託3,200千円)

○発達障害(児)者の地域生活支援

幼稚園や保育園等、現場での関わりや具体的な支援の

ポイントを学ぶ療育者向けの研修会等を開催します。

○ひきこもり家族相談

ひきこもりのご家族からの相談に、精神保健福祉士の

資格を持つ職員と心理療法士が応じます。

○障害者計画相談事業(支出予算額1,932千円)

(障害者総合支援法に基づき実施)

○車いすの短期貸出

○福祉車両レンタカー料金の一部助成

○ひとり暮らし高齢者を対象とした交流会の開催

神栖市受託事業

○ファミリーサポートセンター……………… 4,416千円

○障害者相談支援事業所……………………… 6,255千円

○生活困窮者自立支援事業 ………………… 12,537千円

○成年後見制度法人後見支援業務……………… 370千円

○高校生の進路アシストカレッジの開催

福祉・医療・保育分野を志す高校生を対象とした専門

職になるために必要なことを感じ学ぶ夏季講座です。

○学校・企業での福祉教育出前講座

福祉の講話や高齢者・障害者の疑似体験などを通じて

福祉活動への関心を高める出前講座を開催します。　

○ボランティアセンターの運営

ボランティア活動に関する相談に応じ、活動したい方

と活動をしてほしい方をコーディネートします。

○ボランティア団体への活動費助成

○地域ネットワーク勉強会の開催

○かみす社協ニュース(本紙)の発行

○ボランティアセンターマガジンの発行(偶数月15日)等

○神栖市社協ホームページの運営

○福祉感謝会の開催

茨城県社協受託事業

○福祉サービス利用援助事業……………………2,439千円

○生活福祉資金貸付相談……………………………168千円

神栖市への社協専門職派遣

○市役所福祉関係各課へ４名派遣 ……………35,319千円

社協一般･特別会員を募集しています
市民の皆さまからお寄せいただく会費が、神栖市社協の事業を支えています。　

一般・特別会員は、主に各地区のご協力により、各世帯にご加入をお願いしてい

ます。地区未加入の方も、最寄りの社協窓口でご加入を随時受け付けています。

窓口にお越しになれない場合も、銀行振込によるご加入をご案内しておりますので

お気軽にお問い合わせください｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜お問い合わせ・ご加入の窓口＞

神栖本所：神栖市保健･福祉会館 新館２階 電話:0299-93-0294(担当：名雪)

波崎支所：神栖市はさき福祉センター１階 電話:0479-48-0294(担当：横田)

※地区に加入されている方には、地区を通じて募集させていただいています。

区長さんは、神栖市社協の地域福祉推進員として委嘱されています。

※会員加入は決して強制ではありません。4月12日(日)新聞折込予定の社協の組織

･事業概要をお知らせするリーフレットをご一読の上、ご検討ください。
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地域ネットワーク勉強会の“開催中止”のお知らせ
新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐ観点から、しばらくの間、地域ネットワーク勉強会は開催を中止とさせ

ていただきます。開催の日程が決定次第、神栖市社協のホームページや社協ニュース等でお知らせいたします。

神栖市から神栖市社協が受託し運営していた高齢者相談センター(担当：第３圏域)は、4月から『地域包括支

援センターみのり』に機能が集約されたことを受け、３月末をもって業務終了となりました。長きにわたり地

域の皆さまをはじめ、関係機関の皆様から多大なご支援、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。市内3ヶ所

に設置されている地域包括支援センターは、高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心して生活できるよう介

護、福祉、健康、医療など様々な面からご本人やそのご家族を支えるための身近な相談窓口です。　　　　　

高齢者相談センター業務終了のお知らせ

神栖市社協の令和２年度支出予算総額224,869千円

福祉の総合相談窓口として、医療・福祉・保健・教育等の各機関と連携し、相談

から解決までのしくみづくりに取り組んでいます。　 高校生の進路アシストカレッジ。
昨年度の保育園での体験実習の
様子です。　　　　　　　　　　　　　　

高齢者の相談窓口：地域包括支援センター(圏域別）一覧(４月１日現在) ※地区ではなく、住所地別となります。

住所 賀2148-26
電話 0299-77-7678

住所 知手中央7-2-45
電話 0299-95-9500

神栖法律事務所

神栖法律事務所
茨城県弁護士会所属

弁護士安重 洋介

弁護士宇都宮 諒
〒 神栖市神栖 号

☎
http://www.kamisu-law.com/
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整形外科・内 科
精神科・心療内科

もの忘れ・認知症外来・児童精神

認知症リハビリテーション

各種メンタルケアのご相談

☆寄付金預託☆ 合計31,827円 たくさんの心あたたまる善意をありがとうございました

☆物品預託☆

明治安田生命波崎営業所

神栖市立横瀬小学校

三国屋建設㈱

ベルの会

匿名4件

23,224円 鹿島特別支援学校PTA神栖･波崎支部

㈱宮澤工務店

鹿島サンケン㈱

須之内光子

波崎柳川高校3D PTA

匿名5件遠藤拓人

鐘の会ベルの会

日本水産㈱(カレンダー55本、手帳１冊)

太田新町シニアクラブ

日本水産㈱

吉沢千栄子

鹿島食品㈱

㈱トヨシマ

吉川尚子

藤代節子

セブンイレブン石津店

匿名(未使用ハガキ) 567円 神栖郵便局

大勝建設㈱

(一社)日本非常食推進機構
( )

三菱ガス化学㈱ 鹿島工場（石けん12個）

三菱ガス化学㈱ 鹿島工場

神栖市立中央図書館

波崎柳川高校3DPTA

㈱テクノ菱和 鹿島営業所

佐藤セレモニー

明治安田生命波崎営業所

神栖柔道スポーツ少年団

佐藤セレモニー

吉川尚子

771円波崎柳川高校3DPTA

4円茨城県立波崎高校

109円匿名

5,029円匿名

匿名(未使用ハガキ) 2,123円

さや・るり 匿名3件

波崎スイミングクラブ会員

鹿島食品㈱

カーブス神栖(日用雑貨段ボール6箱分)

明神前明老会(手縫い雑巾70枚)

レイズネクスト㈱鹿島営業所
(童話作品集「童話の花束」100冊)

匿名3件（紙オムツ5袋、タオル20枚）

このシリーズでは、市内の社会福祉法人が運営する福祉施設で活躍されてい

る相談員の方々にインタビューして福祉職に就いたきっかけや仕事の魅力な

どをうかがいます。

開催！４月のわくわくサロン

お問い合わせ先：神栖市社協 神栖本所 福祉活動推進センター 担当：大久保 0299-93-0294

神栖市社会福祉協議会は、ＮＰＯ法人フードバンク茨城と連携し、気軽に食品を寄付

できる「きずなＢＯＸ(食料収集箱)」をボランティアセンター(神栖市保健・福祉会館

新館２階)に設置しています。お寄せいただいた食品は生活困窮者自立支援や社会福祉

施設で活用されます。多くの皆さまのご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　

【ご協力いただきたい食品】

3月23日(月)、JFE条鋼㈱鹿島製造所様から高齢者擬似体験教材一式の

寄付をいただきました。同社様は、神栖市社協への物品寄贈を平成24年度

から継続されています。これまでにいただいた物品は、福祉感謝会での映画

上映、市内商店・飲食店・医療機関等に設置する募金箱、市内学校・企業で

実施する福祉教育出前講座等に活用させていただいております。　　　　　

中村宗二製造所長(写真左)へ社協石田会長(写真右)から

善意の証をお贈りしました。　　　　　　　　　　　　

匿名3件

神栖市立横瀬小学校

鹿島サンケン㈱

鐘の会

波崎スイミングクラブ会員

吉沢千栄子 匿名4件

三国屋建設㈱

ほほえみ

鹿島特別支援学校PTA神栖･波崎支部

明治安田生命波崎営業所 ベルの会

鐘の会高木

シリーズ初回は に勤務する市川さんと大沼さん

のお二人にお話しをうかがいました。　　　　　　　　　　　　　　

　「これからはますます福祉の仕事が必要とされるようになるよ」と

親の後押しもあって、福祉系大学を出てから初めに就いた仕事は“高

齢者施設の相談員”でした。すぐに職場には馴染むことができました

が、若く人生経験の少ない当時の自分は、相談員として利用者さんや

ご家族とどう接していけばいいのか自分なりの答えを見つけられずに

いました。全く違う職種への転職も考え、悩んでいた時期にこれまで学んできたことや経験を、今度は障害者施

設で生かしてみてはどうかと現在の施設から声をかけてもらったのがきっかけです。　　　　　　　　　　　　

ここでの相談員業務は、入所している方個々に合わせた支援計画を作成して他のスタッフと一緒に24時間

365日の生活を支えることですが、スタッフ間に職種の違いや隔たりといったことを感じたことはありません。

相談員という同じ立場の頼もしい先輩もいますし、施設以外の障害のある方の相談（指定特定相談支援事業）も

担当するようになり、他の事業所と連携を取りながら情報交換する機会も増え、相談員という職務の楽しさを見

つけることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

例えば大きな会社であれば、一人の職員が業務に改変をもたらそう

として関わったとしても、その成果は見えづらいと思います。　　　

ところが福祉の仕事というのは、一人の職員がやる気を起こして本

気で利用者に関われば、その変化が目に見えて形に現れ、関わった成

果が実感できる。必ずしも良い結果をもたらすばかりとは言えません

が、それこそが対人援助の福祉という仕事の醍醐味であって、大きな

会社では、決して味わえない成果であると思っています。　　　　　

ふ・く・し・び・と

市川公彦さん
（相談員歴30年）

大沼純一さん
（相談員歴13年）

社会福祉法人データ

法 人 名

所 在 地

運営施設

事業概要

職 員 数

法人認可

神栖市知手3659番地

46名

神栖啓愛園

昭和44年１０月

障害者支援施設 (定員50名）
グループホーム (定員17名）
指定特定相談支援

創業1932年

幸武ホーム


